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研究成果概要 
 
突発性雑音（グリッチ）を分類する事は，その発生起源や重力波検出器のパフォーマ

ンス向上を探る 1 つの手がかりになると考えられている．そこで，畳み込み深層ニュ

ーラルネットワークを用いた手法を提案し評価を進めている．この手法は，大きく 2 つ

のプロセス（特徴量学習と分類・除去）から構成している．具体的には，変分オートエ

ンコーダにより突発性雑音の潜在変数（特徴量）を抽出し，スペクトラルクラスタリン

グにより分類する手法を開発・評価している．2025 年度は，特に，KAGRA の O3GK

のデータを用いて，開発した突発性雑音分類の解析パイプラインのテストと評価を実施

し，その結果を論文としてまとめ出版をした[4]． 

また，突発性雑音（グリッチ）の性質・特徴は異なる観測期間の間で共通する部分と

異なる部分があると考えられる．そこで，開発した解析パイプラインが異なる観測期間

の間で適用可能かどうか LIGO O1, O2，および，O3 の公開データを用いて転移学習を

用いた検証を行い（図１），その知見を論文[1]としてまとめた． 

また，関連した先端的な信号処理技術を重力波データ解析に応用する研究として，超

新星爆発から放出される重力波を検出した際に用いることを念頭に Hilbert-Huang 変換

を用いた超新星爆発の原始中性子星のパラメータを推定する新たな手法を開発・評価を

進めている段階である．また，機械学習を用いたブラックホール準固有振動からの重力



波をターゲットとした解析手法の開発も進めている[2]． 
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図 1: 転移学習を用いた解析手順の概要 
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